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人文社会科学研究科

法学専攻 ／ 経済社会システム専攻 ／ 人間環境文化論専攻 ／ 国際総合文化論専攻

博士前期課程

地域政策科学専攻

博士後期課程

グループ・ ワーク を 通じ て問題解決能力を

世界に向けて発信する 能力の向上へ

GRADUATE SCHOOL OF HUMANITIES AND SOCIAL SCIENCES



　 鹿児島大学大学院人文社会科学研究科は、 1998（ 平成10） 年、 既存の法学

研究科と 人文科学研究科を統合し 、 博士前期課程と し て法学専攻、 経済社会

シス テム専攻、 人間環境文化論専攻、 国際総合文化論専攻が設置さ れまし

た。 また、 2003（ 平成15） 年には地域政策科学専攻（ 博士後期課程） が新設

さ れ、 広範な学問領域を擁する 人文社会系の総合的な研究科と し て、 幅広い

視野と 高度な専門性を兼ね備えた有為の人材を送り 出しています。

　 学部であれ大学院であれ、 と も に教育と 研究の場である こ と に変わり はあ

り ませんが、 大学院ではと り わけ学生自ら が実践する 研究活動に重き が置か

れています。 そし て、 出発点においては個人的な関心や動機から 始まったと

し ても 、 大学院での研究には、 ひいては学術的に意味を持ち、 その成果が社

会や文化の発展に寄与するこ と が求めら れます。 21世紀を迎えても なお、 国

際紛争や環境問題、 格差の拡大や社会の分断など、 私たちが暮ら し ている こ

の世界は、 多く の深刻な問題を抱えています。 そし てそれら の問題のほと ん

どは、 さ まざまな要因が複雑に絡み合い、 容易には解決不可能な難問ばかり

です。 けれども そう し た問題に果敢に挑戦し 、 その解決の糸口を探る ため

に、 身につけた知識や技能を総動員し て、 多面的・ 複眼的な思考を重ね、 自

ら 設定し た課題について探求を深めていく ――人文社会科学研究科は、 そう

し た学問的な営みを、 学生と 教員がと も に実践できる 場であり たいと 考えて

います。

藤内　 哲也





経済社会分野 地域経営分野

社会教育・ 学校教育分野

修士論文・ プロジェ ク ト 研究

修士( 経済学) ・ 修士( 社会学)

経済・ 社会の変化の

メ カ ニズムを理論的、

実証的に分析する

能力を育成

経済理論、 経済史、

統計学、 金融論、 社会学

などに関する 科目

地域企業や地域社会の

現状を分析する能力と

それに基づく 政策立案能力を育成

経済政策、国際経済、経営学、

会計学、情報システム

などに関する科目

教育･学習･人間形成の

メ カニズムを理論的､

実証的に分析し 実践化する

能力を育成

教育社会学、社会教育学、

教育社会史、 教育方法論、

青少年文化・ 社会論

などに関する科目







現実社会の切実な問題に対応し た共同テーマを 設定し 、

解決方法を模索する「 プロジェクト 研究」を導入し ています。

遠隔授業制度の導入
ラ イ フ スタ イ ルにあわせて

遠隔形式で受講でき ます。
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https://gs.kadai-houbun.jp/

